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答した学生の TOEIC-Bridgeスコアの平均点は 138.3点、「2.好き」は 136.4点、「3.ふつ















































18%である 213名、「3.ライティング」を挙げた学生が全体の 16%である 179名となって
いる。興味深いのは、「Ⅴ　不得意な分野」として、「1.リーディング」を挙げた学生は全体
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映していると考えられる。また、この「Ⅳ　得意な分野」、「Ⅴ　不得意な分野」、「Ⅵ　身に
つけたい分野」については、習熟度による大きな差はみられていない。






41%にあたる 109名と一番多く、「大好き」である 5%にあたる 14名と合計すると、全体





















































































































Noだけで、会話を終わらせていたり、“ank you.”や “I don’t know.”だけで、そのあと
が続いていないのに、本人は、それでコミュニケーションを取っていると勘違いしている場
合がある。これでは、相手とやり取りを続けたいという意図が感じられない。




ど、いつか行ってみたい（I have never been there, but I would like to go sometime. ）」で














と言われているのがM. カナール（Canale, 1983）の考え方」である（高橋、2010、p. 18）。
高橋（2010）によると、カナールの考え方では、（1）文法能力（grammatical competence）：
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れる環境でなされる第 2言語としての英語（ESL=English as a second language）教育と、
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1. リーディング（読む）	　　2. リスニング（聞く）	　　3. ライティング（書く）
4. スピーキング（話す）	　　5. 語彙　　　　　　　　　6. 文法
Ⅴ　不得意な分野（1つだけ選ぶ）
1. リーディング（読む）	　　2. リスニング（聞く）	　　3. ライティング（書く）
4. スピーキング（話す）	　　5. 語彙　　　　　　　　　6. 文法
Ⅵ　身につけたい分野（1つだけ選ぶ）
1. リーディング（読む）	　　2. リスニング（聞く）	　　3. ライティング（書く）
4. スピーキング（話す）	　　5. 語彙　　　　　　　　　6. 文法　　　　　　
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（武蔵野大学人間関係学部 2003 年度 1年生）
●人間関係学科　回収 148 名　●保育学科・環境学科　回収 121 名






















⑧ BBCや CNNなどの海外放送を理解したい。 54名（20.1%）
⑨ インターネットの英語を読めるようになりたい。 49名（18.2%）
⑩ eメールを英語で出してみたい。 46名（17.1%）
